
秋
保
地
区
の
地
域
交
通
に
つ
い
て
、
呼
び
や
す
く
馴
染
み
や
す
い
名

称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
（
例
…
る
ー
ぷ
る
仙
台
、
八
ツ
森
号
な
ど
）

秋
保
中
学
校
で
は
、
生
徒

名
の
う
ち
、
な
ん
と

名
か
ら
応
募
が

あ
り
ま
し
た
！

会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す



境
野
地
区
で
は
、
こ
の
地
域
交
通
に
期
待
す
る
声

が
大
き
い
が
、
発
着
エ
リ
ア
外
な
の
で
が
っ
か
り
す

る
声
も
あ
る
。
次
の
試
験
運
行
ま
で
に
、
地
域
全
体

の
協
力
や
関
係
者
の
理
解
を
得
て
、
発
着
エ
リ
ア
を

秋
保
地
区
全
域
に
拡
大
す
る
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
。



秋
保
中
学
校
で
は
、
J
R
の
「
秋
保
オ
ン
デ
マ
ン

ド
交
通
」
を
生
徒
に
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

バ
ス
通
学
し
て
い
る
湯
元
の
生
徒
も
、
居
残
り
や
早

退
の
と
き
に
は
使
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
通
学

を
支
え
る
上
で
も
、
発
着
エ
リ
ア
の
拡
大
は
必
要
。



「
秋
保
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
や
「
万
華
鏡
美
術
館
」
は
、

住
所
が
秋
保
町
で
は
な
い
の
で
、
今
回
の
試
験
運
行

で
は
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
観
光
客
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
運
行
範
囲
に
含
め
て
も
よ
い
の
で
は
。



運
行
を
始
め
な
い
と
課
題
も
見
え
な
い
の
で
、
ま

ず
運
行
す
る
こ
と
が
大
事
。
運
行
が
始
ま
れ
ば
、
地

域
の
理
解
も
深
ま
り
、
協
力
も
得
ら
れ
や
す
く
な
る

と
思
う
。

06号

※

詳
し
く
は
、
見
開
き
に
運

行
計
画
案
の
概
要
を
掲
載
し

て
い
ま
す

地
域
交
通
の
運
行
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
！

■発 行：秋保地区の交通を考える会 会 長 及川 純一 電話 399-2133

■支援機関：仙台市 公共交通推進課 電話 214-8359

委員12名が参加した10月代表者会議の様子

◆
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら

今
回
の
試
験
運
行
は
、
来

年
１
月

日
か
ら
３
月

日

ま
で
の
３
カ
月
弱
、
ま
ず
は

秋
保
地
区
の
中
で
も
路
線
バ

ス
が
走
っ
て
い
な
い
、
使
い

づ
ら
い
地
区
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
に
運
行
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
出
発
か
到
着

の
ど
ち
ら
か
が
「
発
着
エ
リ

ア
」
で
な
い
と
運
行
し
な
い

と
い
う
制
限
を
設
け
て
い
ま

す
。
「
発
着
エ
リ
ア
」
を
秋
保

地
区
全
域
に
広
げ
た
い
、
と

い
う
想
い
は
、
考
え
る
会
一

同
共
通
の
想
い
で
す
。

ま
ず
は
路
線
バ
ス
と
競
合

し
な
い
範
囲
で
、
学
生
か
ら

高
齢
者
ま
で
利
用
し
や
す
い

運
行
と
し
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
に
乗
っ
て
も
ら
っ
て
、

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

運行計画案について

地域交通の名称等の決め方について

10月21日 第4回代表者会議の議題

各地区での報告会について

周知、広報活動について

地
域
交
通
の
名
称
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
！

募
集
内
容
①
地
域
交
通
の
名
称

【
留
意
点
】

✕

〇
〇
バ
ス

✕

〇
〇
タ
ク
シ
ー

✕

〇
〇
交
通

✕

〇
〇
デ
マ
ン
ド

※

一
般
に
走
っ
て
い
る
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
と
混
同
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、

秋
保
地
区
独
自
な
も
の
を
考
え
て
く

だ
さ
い

募
集
内
容
②
ロ
ゴ
マ
ー
ク

【
留
意
点
】

車
体
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、

地
域
交
通
と
分
か
る
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
つ
け
ま
す
。
秋
保
を
象
徴

す
る
よ
う
な
目
立
つ
デ
ザ
イ
ン

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

色
付
け
し
て
カ
ラ
ー
で
デ
ザ

イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

応募方法 お住まいの町内会長か、以下の担当者までお申し込みください

担当者：及川（080-1190-5382）、大場（022-399-2283）
佐藤（satoyuji0035@gmail.com）

応募締切 11月8日（日）

名称：〇〇〇を予約
したいんですが

かしこまり
ました。

秋
保
地
区
の
交
通
を
考
え
る
会
で
は
、

月

日
に
秋
保
市

民
セ
ン
タ
ー
で
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
地
域
交
通
（
乗
合
タ

ク
シ
ー
）
の
運
行
計
画
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
国
や
県
な
ど
の
合
意
や
許
可
が
得
ら
れ
れ
ば
、
い
よ

い
よ
試
験
運
行
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。
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21

18

31

64
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★
☆
次
回

第
５
回
代
表
者
会
議
に
つ
い
て

次
回
の
代
表
者
会
議
は

月

日
に
開
催
し
、
地
域
交

通
の
名
称
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
決
定
や
、
出
発
式
の
開
催
に

つ
い
て
協
議
す
る
予
定
で
す
。

18

11

◆
利
用
し
や
す
い
運
賃
に

子
ど
も
た
ち
が
使
い
や
す
く
な

る
よ
う
、
小
児
・
学
生
（
中
高
大
・

短
大
・
専
門
学
生
含
む
）
は
半
額
と

し
ま
す
。
学
生
半
額
の
原
資
は
、

地
域
の
企
業
等
か
ら
協
賛
を
募
り
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
応
援
す
る

仕
組
み
を
作
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

市
の
支
援
制
度
を
活
用
し
、

歳

以
上
の
方
や
障
害
を
お
持
ち
の
方

は
一
〇
〇
円
～
一
二
〇
円
で
利
用

で
き
ま
す
。

◆
自
宅
の
前
ま
で
運
行

前
日
ま
で
の
予
約
に
応
じ
て
、

自
宅
の
前
ま
で
迎
え
に
来
ま
す
。

午
後
の
運
行
は
、
当
日
の

時
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

70
11

↖10月22日の河北新報朝刊でも記事になりました

ロゴ

車 体 に ロ ゴ
マークをつけ
て走ります

2020年(令和2年)11月1日発行



■秋保地区地域交通 令和2年度試験運行計画案の概要

上
ノ
原

秋保中学校前

秋保中学校
秋保市民センター

秋保小学校

馬場小学校

湯元小学校

菅原医院

ローソン仙台秋保店
秋保・里センター

乗換バス停

発着エリア
野尻・滝原・野口・森安地区
※路線バスとの競合を避けるため、上
ノ原バス停が利用しづらい馬場市民
センター以西を発着エリアとする

発着エリア
石神・竹ノ内・西台・国久・舘地区
※路線バスとの競合を避けるため、路線
バス空白地の石神・竹ノ内・西台・国
久地区および舘地区の名取川より南側を
発着エリアとする

利用対象 出発地あるいは到着地の片方が発着エリア内であり、秋保町内のみ移動

運行日 平日 ※試験運行期間 2021/1/18（月）～2021/3/31（水）

運行時間 6時～19時で予約に応じて運行

予約締切 午前に乗車する場合：前日の16時まで 午後に乗車する場合：当日の11時まで

予約受付時間 8時～16時

運賃 小学区内
隣接する
小学区間

馬場小学区
⇔湯元小学区

一般 200円 400円 600円

学生割引
（大学・短大・専門学校含む）

100円 200円 300円

70歳以上・障害者 100円 100円 120円

２ 運賃

１ 運行の概要

３ ご利用方法

セブンイレブン仙台秋保店

馬場小学区

秋保小学区

湯元小学区

秋保工芸の里

秋保大滝

仙台クリニック

二口ビジターセンター

資料：「地理院タイル（淡色地図）」（国土地理院）
をもとに作成

馬場市民センター

• 発着エリア内の移動、発着エリア間の移動、発着エリア⇔秋保町内の移動で利用可能です。
• 発着エリアの自宅周辺や秋保町内の施設周辺での乗降が可能です。
• バスとの乗換には、乗換バス停をご利用ください。
• 利用の際には、電話での事前の予約が必要です。

ギャラリー石神窯

八坂神社

運行車両イメージ

愛子駅


